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成果の概要／松宮健太郎 

 

食品分野においては、近年新規固体微粒子による乳化系および泡沫系といった分散系の

形成が研究のトレンドとなっており、その系の安定化効果は注目を集めている。また、最

近は固体微粒子に加えて、柔軟な微粒子であるところのミクロゲルによるこれら分散系の

創出も盛んに行われている。ミクロゲルで作出された分散系は固体微粒子のような静置時

の安定性の向上だけではなく、乳化容量の増加や冷凍耐性の賦与なども確認されている。

これらの知見は一般的な生体高分子では達成できなかった食品加工場の課題を解決するた

めに有用なものである。 

一般的な生体高分子は油水もしくは気水界面に不可逆的な吸着をするわけではなく、界

面への吸着後に共存する低分子量の界面活性剤に置換され、それによって期待した性能が

発揮されなくなることは古くからよく知られた事実である。その一方で、固体粒子は油水

もしくは気水界面に不可逆的に吸着することで乳化系の高度な安定化を実現することが知

られているが、ミクロゲルにおいても固体粒子と同様の不可逆的な吸着が起こるのかは不

明である。ミクロゲルは粒子が界面に留まることを前提としてその有用性が議論されてい

るものの、ミクロゲルと低分子界面活性剤との競合的相互作用を確認することが必要であ

る。 

本研究では、ミクロゲルは油水界面に不可逆的に吸着するのかを検討することを目的に、

ミクロゲルと低分子界面活性剤の界面における競合的相互作用を検証した。ミクロゲルと

して、寒天とカードランを素材にした多糖類ミクロゲルと、乳清タンパク質を素材にした

タンパク質ミクロゲルを供試した。また、低分子界面活性剤として、イオン性の異なる 3

種類の化合物、すなわち、Tween20および SDS、そして CTABを用いた。競合的相互作用

を確認するための手段として、ミクロゲルによって調製した乳化系を用意し、そこに低分

子界面活性剤を種々の濃度で添加して、クリーミング速度に与える界面活性剤の添加効果

を測定した。 

その結果、すべての乳化系において、左図のように添加す

る界面活性剤の添加濃度（単位：wt%）によって、クリーミ

ング速度に違いが生じることが明らかになった。これは乳化

系の界面からミクロゲルが競合的相互作用によって脱着した

ことによるものである。今回の実験結果からは、ミクロゲル

は固体粒子と違って、界面に不可逆的には吸着しにくいこと

が分かった。他方で、界面活性剤の添加効果、すなわちクリ

ーミング速度の変化は、添加する界面活性剤のイオン性によ

っても大きく異なっていた。このことから、競合的相互作用

の効果について、低分子界面活性剤の性質に依存する何らかの普遍的規則を見出すことが

可能であることが示唆された。 

図．SDSを添加した乳化

系のクリーミングの様子 
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